
　ストレージ、データのバックアップ / リカバリの世界トップベンダーである Dell EMC は、官公庁や SMB 市場などに展開し、さらに業績を伸
ばしている。この好業績は秀逸な製品やソリューションと高品質なデプロイサービスによって支えられている。
　今回は、Dell EMC (EMCジャパン株式会社)　執行役員　グローバル デプロイサービス事業本部長　山口　浩直氏に、人材育成方針や CTC
教育サービスが提供する「KY（危険予知）研修」の採用理由とその評価についてインタビューした。

品質は教育に始まり教育に終わる。そして、ヒューマンエラーは必ず起こる。
事例共有とレビューを全体で行う必要がある。

CTC 教育サービス
IT エンジニアの教育・研修・トレーニングなら

Dell EMC (EMCジャパン株式会社)
～ CTC のノウハウを短期間で取得できる実践的で投資対効果の高い研修
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CTC 教育サービス「KY（危険予知）研修」事例

Dell EMC のデプロイサービスについて
　グローバル デプロイサービス事業本部は Dell EMC ソリューションの導入設計・
構築をしている部門です。もともと Dell EMC のデブロイサービスは市場から高品
質な評価を頂いていますが、日本のお客様は世界でも知られる品質の厳しさがあり、
世界一のサービス品質を求められています。そして Dell EMC は日本においても高
いシェアを頂いているため、我々は日本の社会インフラを担っている自負がありま
す。日本のお客様のご要望に応えるため、設計一つ、作業一つを世界最高の品質で
実現することを常に意識しています。この実現のためには事例共有とレビューを全
体で行うことが重要だと考え、インシデントが起こった際には、チームミーティン
グで共有し、振り返りをさせています。しかしながら、ヒューマンエラーは 100％
なくなることはありません。そしてたった一人でも事故を起こすと会社全体の信用
にかかわります。人だけでは品質の担保ができないので、プロセス改善を重視して
います。そこで、品質管理の部門を設置し、仕組みの整備化、標準化委員会の設立
等を実施し、個人にリスクが依存しないようにしています。
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KY 研修 受講者の声
「指差し確認は今までもやっていましたが、作業前後の意識合わせなど、チームコミュニケーション向上につながり、今後の業務に
生かせる内容を多く学べました。」
「研修スタート時は照れ臭かった指差し確認でしたが、慣れてくると自然にできるようになり、効果を実感できました。」
「実技研修が多い良いトレーニングだと感じました。一日ではなく半日などに内容を集約し、技術者以外にも受講させたいです。」
「リスク意識の考え方は汎用的に有用であるため、技術者以外にも受講させたいです。」
「普段の行動や意識ポイントを見つめなおす良い機会になりました。」
「自分の想定と他者の想定との意識合わせをした際のギャップがすごく大きかった。自分では考え付かないこともあり、いい刺激
になった。」
「実技が多く、なかなか実施することができない
危険予知に関する手法を学ぶことができ、
今後どのように活かすか自分の中で大きな宿題を
得る機会になりました。」
「脳の状態からミスレベルを予測し、
意識的に切り替えるという内容が非常に参考に
なりました。」

（裏面に続きます）

個人のスキルによって起こるエラーの対策は研修
　プロセスを強化しても、やはり個人のスキルによっておこるエラーは存在します。そこで当社では、全メンバーを対
象としてスキルマトリックスを設定し、次に何を学ばなければいけないかをまとめさせています。そのような中で、
CTC グループのある企業とビジネスレビューをしている際に、CTC グループ全体で『KY 研修』を受講していること
を聞きました。CTC は現場をよく理解している作業系の会社です。Dell EMC も作業がベースの会社であるため、『KY
研修』は当社にマッチした研修ではないかと考えました。そこで2年ほど前にマネージャー4，5名に受講させたところ、
とても評価がよかったのです。『KY 研修』は『どういうことに気が付かなければいけないか』などが体系だった研修
であり、ドキュメンテーションもしっかりしていることから受講を決めました。また、外部のトレーニングを受けさ
せて、外部の知見を得たいという意図もありました。



危険を危険と気づき、対策を打ち、作業実施直前・直後には必ず確認をする手法とその重要性を、実技を通じて学
び習慣化させるための研修です。この研修では、チームワーク（協力）とコミュニケーションの重要さも学ぶことが
できます。本研修は CTC グループの 10 年以上にわたる経験と実績を活かした研修です。
詳細　https://www.school.ctc-g.co.jp/course/KY04.html

お問い合わせ先

ラーニングソリューションサービス部
TEL:     03-6403-6117
E-mail: sbsm-training@ctc-g.co.jp

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-1-1 神谷町トラストタワー https://www.school.ctc-g.co.jp

https://www.school.ctc-g.co.jp/

◆ 今回採用された研修「KY研修」について

　ステップアップ課題を組み合わせることで、架空企業のネットワーク / サーバといったインフラの設計・構築・評価を行います。  
 顧客要件を自ら想定して、要件の洗い出しを行い、各種ドキュメントやパラメータシートを作成します。
 ドキュメントに基づき各種ネットワークデバイスやサーバの設定を行います。
 動作確認試験に必要なテスト項目を検討および実施し、要件を満たすネットワークインフラを構築します。
 グループごとに演習の成果を確認し、相互評価を実施します。
　学習した知識を能動的に活用することで即戦力を養います。
　プロジェクトの流れを把握して、構築作業における各プロセスの重要性を体験として身に付けて頂きます。
　コミュニケーションスキルやプレゼンスキルを修得します。
　成果物をグループごとに確認してもらい、他のグループとの違いを知ることで、自らのスキル / 成果 / 構築等の設計等の違いを
   明確に知ることができます。
　プロジェクトの達成という成功体験を得ることで、業務への向上心・モチベーションを高めます。

会　社　名︓ Dell EMC (EMCジャパン株式会社)
本社所在地︓ 東京都渋谷区代々木2-1-1 新宿マインズタワー
事　業　所︓ 東京本社、川崎ラボラトリ（神奈川）、西日本本社（大阪）、
　　　　　　 名古屋支社（愛知）、広島支店、九州支店（福岡）、
　　　　　　 豊田技術センター（愛知）
設         立︓ 1994年 1月 5日
資　本　金︓ 310百万円
代　表　者︓ 代表取締役 社長 大塚 俊彦
社　員　数︓ 約 1,000名（2018年10月末現在）

事 業 内 容︓ 日本におけるDell EMC製品、サービスの販売、
　　　　　　 ならびに保守業務

企業情報

（左より）　Dell EMC (EMCジャパン株式会社)　グローバル デ
プロイサービス事業本部　部長　近藤英明氏、同　グローバル 
デプロイサービス事業本部　本部長秘書　吉田香織氏、同　執
行役員　グローバル デプロイサービス事業本部長　山口　浩直
氏、CTCテクノロジー株式会社　ラーニングソリューション企
画部 ラーニングソリューション営業課　小畠　慶晃

Dell EMC は、データのバックアップ / リカバリをプロモートし、クラウド コンピューティングへの移行を加速する IT ストレージ ハードウェア ソリュー
ションのリーディング プロバイダーです。

『KY 研修』の評価
　実践経験の豊富な方が講師をされていて、実践的なポイントを解説頂けたのがよかったと思います。単なる指差しだ
けではない、体系だったシステマチックな研修であると感じる研修です。得られるものが多く、投資対効果が高い研修
という評価をしています。また『KY研修』のメニューにはないですが、たまたま講師の方と一緒にランチをいたしました。
その際に実践的なノウハウを多く聞けたのもよかったです。

最後に、今後受講を検討されている方へ一言
　ヒューマンエラーが起こりやすい会社には特におすすめです。CTC のナレッジを一からトレーニングとして作るのは
手間がかかります。そのノウハウを基礎から短期間で体系立てて吸収できるのがとても良いです。お勧めしますよ。また、
受講を検討される際に、是非エンジニアだけではなく、管理職や他の部門の方にも受講させることをお勧めします。ど
こに気が付かなければいけないかなど、リスク意識の考え方は特定の部門に依存せず、汎用的に必要なノウハウだと思
います。
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